
松戸市立総合医療センター
Matsudo City General Hospital

研 修 グロプ ラ ム 紹 介

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
松戸市立総合医療センターの研修プログラムについて、当院研修医よりご紹介します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
紹介内容はご覧の通りです。
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松戸市立総合医療センター

要概

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは当院の概要について、ご説明します。



総 病 床 数 ： 600床

医 師 数 ： 常勤162名、 非常勤89名

研 修 医 数 ： １年生14名、 ２年生14名、 千葉大たすき6名

専 攻 医 数 ： ３6名
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※2025年5月現在

東葛北部地域

松戸市立総合医療センター概要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当院は千葉県の松戸市・野田市・柏市・流山市・我孫子市といった、千葉東葛北部地域を支える基幹病院です。
総病床数は600床、在籍する医師は200名を超える規模を誇ります。
研修医は、1年生14名2年生14名の計28名と千葉大学からのたすき研修医が数名在籍しております。それに加えて、専攻医が各科で研修を行っています。
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松戸市立総合医療センター概要

● 日本医療機能評価機構認定施設
● 地域医療支援病院
● 千葉県災害拠点病院
● 地域がん診療連携拠点病院
● 第二種感染症指定医療機関
● 各学会認定研修病院
● 救命救急センター（ドクターカー所有）

● 小児医療センター（小児救命救急センター）

● 地域周産期母子医療センター 等

特 色

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、施設認定も多く、あらゆる医療分野において中核的な役割を担う、言わば地域医療の要の病院です。
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松戸市立総合医療センター概要

診 療 科 一 覧
内 科 系

内科

循環器内科

呼吸器内科

消化器内科

アレルギー科

リウマチ科

糖尿病・代謝・内分泌内科

感染症内科

脳神経内科

血液内科

総合診療科

化学療法内科

緩和ケア科

皮膚科

外 科 系

外科

消化器外科

乳腺外科

呼吸器外科

心臓血管外科

脳神経外科

形成外科

整形外科

眼科

耳鼻いんこう科

泌尿器科

産婦人科

歯科口腔外科

そ の 他

小児科

小児外科

小児脳神経外科

小児心臓血管外科

新生児科

小児集中治療科

小児麻酔科

小 児 科 系

救急科

放射線治療科

麻酔科

病理診断科

精神科

医師数 162名

指導医数 70名

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
診療科は37科有しており、内科系、外科系ともに充実しています。
ほぼすべての診療を病院内で完結することが可能です。各科に指導医が在籍しているので、指導体制も整っています。
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研 修

グロプ ラ ム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、研修プログラムについてご説明します。
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研修スケジュール ※ ローテーションの順序は個々人で異なる
精神科・地域医療研修は協力病院で実施

１
年
次

２
年
次

●精神科

５週

●地域医療

５週

●選択科

３５週

●内科系

５週

●精神科

５週

●救急科

２週以上

●外 科 ５週

●小 児 科 ５週

●産婦 人科 ５週

●救 急 科

1０週

入職後2週は

オリエンテーション

を行います

●内 科 系 25週
・脳神経

・感染症

・血液

・アレルギー／リウマチ／

内分泌代謝の３科混合

・循環器

・呼吸器

・消化器

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご覧いただいているのは、研修２年間のスケジュールです。

１年次は必須科目をローテートします。内科系24週、救急科12週、外科、小児科、産婦人科を各４週間ずつ経験します。
２年次は、精神科研修と地域医療研修を各4週ローテートし、残りの46週はすべて選択科目となるため、自分の志望科に合わせてローテートを組むことが可能です。

ローテートできる診療科も多く、自由度の高いプログラムのため、志望科が決まっている人も決まっていない人も、それぞれのプランに応じた設定が可能です。
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研修プログラムの特徴 ｜入職後オリエンテーション（2週間）

病棟・救急外来・一般外来での研修開始に向けて実践的な準備を行います

※令和7年度のテーマ例

実 技 編

心肺蘇生（ICLS)

人工呼吸器・ME機器取扱

心エコー・腹部エコー

感染防御

縫合

2 年 生 レ ク チャ ー 編

血液培養・動脈採血

CPA研修医勉強会

JATECに則った診療マニュアル

オーダーの出し方・カルテ関連

セクション編

臨床検査科

薬局

手術室

放射線科

救急外来

輸液

日当直

LEVEL1

研修の過ごし方

尿道バルーンと胃管

A-lineレクチャー

講 義 編

気胸

肺炎

輸血

急性腹症

救急疾患

Dr.Car

FAST

総合診療科

頭部ＣＴの読影

総合診療科の実践

高血糖・低血糖の管理

歯科口腔外科

婦人科疾患

耳鼻科救急

骨折への対応

大動脈解離

耳鼻科救急

頭痛・めまい

吐下血の管理

アナフィラキシー

急性腹症

循環器疾患

抗菌剤の使い方

虐待児の診かた

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研修の特徴について、いくつか紹介したいと思います。

まず、病院独自のオリエンテーションについてです。
入職後、病棟や救急外来での研修が開始される前に、訓練を約２週間行います。

座学的な部分では、救急外来で経験する頻度の高い疾患について、各科の専門医からレクチャーがあり、最新の知識やノウハウを学ぶことができます。
また、実技的な部分では、必須の手技や医療機器の扱い方について、トレーニングを積むことができます。

スライドには、それぞれ今年度行った講義や実技を載せています。
入職してからすぐは、研修を行うことに不安がある方もいらっしゃるかもしれませんが、当院ではこのような実戦的な準備期間があるのが特徴です。
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3次救急診療

心肺停止、多発外傷、意識障害などの
重症症例の診療を指導医と実践

ドクターカーに同乗し現場処置を行うこともある

集中治療

ICU/HCUで集中治療を必要とする
内因性・外因性重症患者の全身管理を学ぶ

研修プログラムの特徴 ｜救急科研修

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて救急科の研修についてです。

当院は3次救急医療機関であり、救急科研修では心肺停止や多発外傷、熱傷、意識障害、ショックといった重症症例の対応を、指導医とともに実践していきます。

ドクターカーによるプレホスピタル医療も行っており、ドクターカー出動要請時は研修医も同乗して現場へむかい、上級医とともに処置などを行います。

また、当院はICU・HCUといった集中治療室を有しており、様々な重症患者の全身管理も行っています。
研修医が入院患者の全身状態の把握からアセスメントを行い、指導医とともに各グループで治療方針を決めていきます。
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●Commonな疾患から鑑別が難しい疾患まで多彩な症例を経験できる

●多くの科に専攻医がいるため、より近い存在の医師から学べる

●内科を幅広くかつバランスよく研修することができる（計30週）

●2年次の選択科としていずれもローテーション可能

※ 必修科として1年次から2年次に5週ずつローテーションする

研修プログラムの特徴 ｜内科研修・外科研修

アレルギー科
リウマチ科
糖尿病・
内分泌・
代謝内科

循環器
内科

呼吸器
内科

消化器
内科

脳神経内科
・

感染症内科

血液
内科 外 科

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、内科研修、外科研修についてです。

当院は地域医療支援病院のため、クリニックなどから専門的な治療のために紹介された患者さんを積極的に受け入れています。
患者数は多く、Commondiseaseから、鑑別が難しい疾患まで、多彩な症例を経験することができます。

また、多くの科に専攻医がおり、学年の近い医師かと交流しながら学ぶことができます。

１年次でまわる内科系のローテートは、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、アレルギー科、リウマチ科、糖尿病・代謝・内分泌科、脳神経内科、感染症内科、血液内科の中から、６科を1ヶ月ずつローテートします。1年次から内科系の疾患を、幅広く学んでいくことが可能です。

また、いずれの科も２年次に選択科として再度ローテートすることができます。
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● 一般外来研修として
内科系ローテ―ト中に担当

● 上級医に適宜フィードバックを
もらいながら様々な主訴の
初診患者さんの診療を行う

問診＋診察

上級医にコンサルト

検査

診断・治療

上級医にコンサルト

研修プログラムの特徴 ｜総合診療科外来研修

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
内科系ローテートの期間中、総合診療科の外来を、一般外来研修として行います。

様々な主訴を持つ初診の患者さんから、診断を導き出す過程を通して診療のノウハウを学ぶことができます。

1人で問診・身体診察・アセスメントを行い、一旦上級医にコンサルトします。フィードバックをもらって、検査や治療方針を決定します。
必要があれば、他の診療科へ紹介したり、自分で再診し経過を見たりなど、外来診療の考え方やスキルを身に付けることができます。

不明熱も含めた発熱、胸痛、胸やけ、腹痛、下痢などの一般症候や、
倦怠感や食欲低下、ふらつきといった非特異的愁訴、そのほか他の医療機関からの紹介などが多いです。

すぐ隣のブースに上級医が常在しており、常に診療内容のチェックを受けながら研修を受けることができます。
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国内でも有数の規模、クオリティーで
様々な小児疾患の診療を行っています

小 児 医 療 セ ン タ ー

研修プログラムの特徴 ｜小児科研修・産婦人科研修

地域周産期母子医療センター

NICUを有する新生児科、分娩リスクの
高い妊婦に対応可能な産科を備え、

様々な疾患に対応しています

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当院の小児医療センターは国内でも有数の規模、クオリティーで様々な小児疾患の診療を行っています。
また、地域周産期母子医療センターはハイリスク症例の分娩、NICUなど周産期の医療を確実に支える体制を整えています。

小児、周産期医療を目指す医師にとって、とても充実した環境となっています。
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研修プログラムの特徴 ｜専門的な手技の取得

循環器内科志望
心臓カテーテル検査

外科志望
手術の執刀補助

外科志望
腹腔鏡手術シミュレーション

消化器内科志望
内視鏡シミュレーション

救急科志望
VAECMO抜去

外科志望
腹腔鏡手術シミュレーション

救急科志望
VVECMO抜去

救急科志望
バスキュラーアクセス挿入

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2年次に重点的にローテーションしたい場合には、指導医の監督の下、より専門的な手技に携わることも可能です。
例えば、外科系志望であれば虫垂炎や胆嚢摘出などの手術の執刀、循環器内科志望であれば心臓カテーテル検査などです。
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それぞれ4週間の研修を協力施設で行います

国立国府台医療センター、恩田第２病院
精神科研修

離島※1や近隣※2の診療所・クリニック
地域医療研修

研修プログラムの特徴 ｜精神科研修・地域医療研修

※1  与論徳洲会病院、沖縄県立宮古病院、座間味診療所、渡名喜診療所 など

※2  あおぞら診療所、あおぞら診療所新松戸、三和病院、

東葛クリニック病院、桐友クリニック新松戸 など

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２年次にローテートする精神科研修、地域医療研修は、協力施設で行います。
地域医療研修では、近隣のクリニック、もしくは沖縄や鹿児島の離島で、患者様とのふれあいを通して様々な経験をしたり、限られる医療資源の中、地域特有の症例をいかに診療していくかを研修できます。
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● 夜間と休日の救急外来を担当（病棟当番なし）

● 体制：研修医3人＋救急科・内科系・外科系・神経系当直医

● ローテーション科に関わらず月に4回程度

● 当直明けは８時３０分退勤可能

＋小児科・産婦人科当直医

1次・2次救急
研修医が初期対応

（問診+診察+検査）
各当直医にコンサルト

治療後
各科入院 or  帰宅

3次救急 救急科当直医とともに初期診療 救急科入院

研修プログラムの特徴 ｜当直 ・ 日直

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、夜間・休日の当直及び日直の体制についてです。

日当直は原則として、ローテーション中の科の病棟業務ではなく、救急外来診療を担当します。
１回の日当直に研修医3名で対応し、回数は月に4回程度です。当直明けは基本的に、午前勤務で帰宅となります。

日当直中の救急外来では、1次救急から3次救急まで、数多くの症例を経験することができます。
内科系、外科系、神経系のwalk-inや、救急搬送の患者さんは、まず研修医が初療にあたります。その上で各科の上級医にコンサルトし、治療方針を決めます。
これによって必要な検査やすべき初期対応を自分で考えて動くことが身につくようになります。

3次救急で搬送された緊急疾患の患者は、初療から指導医とともに対応します。
救急科ローテーション時以外でも、最重症症例の対応を経験することができます。
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環活生 境

研 修 環 境

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、研修環境や生活環境です。
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● 基本的に指導医や専攻医とチームで診療にあたる

● 診療科間のやりとりも多く、コメディカルとの距離も近い

● PG-EPOC（全国統一の研修医評価システム）での相互評価

スキルスラボ 図 書 室 生理検査室
マネキンを使用した外傷対応などの

シミュレーションができる

・UpToDateは各自の端末で利用可
・研修医の書籍購入予算あり ・コピー機も無料

・研修医同士の練習に使える
・技師さんにも教えてもらえる

研修環境

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当院ではどのように研修を行っているのでしょうか。

基本的に、ローテーション中は指導医や専攻医とともに、チームで診療にあたります。
診療科をまたいでのコンサルトも多く、コメディカルの方との距離が近いので、各科をローテーションしながら様々な視点で全身的な管理を学んでいきます。

また、研修中に自主学習ができる設備も充実しており、3つの設備を紹介します。
スキルルスラボ、生理検査室では実技の練習を行えます。図書室も院内に併設されており、UpToDATEもご自身の端末で使用することが可能です。
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研修医勉強会 臨床病理検討会 症 例 検 討 会

● 研修医主体のテーマ別勉強会

● メディカルカンファレンス
（病院全体のアカデミックな場）

研修環境 ｜勉 強 会

● 各診療科でのレクチャー、症例発表

● 臨床病理検討会（CPC） 等々

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、当院では病院全体でのカンファレンスや研修医主体の勉強会など、定期的な学習の機会を設けています。

月に一回程度行う研修医の勉強会では、研修医が各自でテーマを決めて発表、討論を行っています。

その他、ローテーション先の科でも、レクチャーや症例発表など、学習の機会が多くあります。
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● 日本内科学会 関東地方大会

● 日本感染症学会学術講演会

● 日本化学療法学会総会

● 千葉大学医学部附属病院内視鏡ハンズオンセミナー

● 日本神経学会 2024年度医学生・研修のための脳神経内科

● 医学生・研修医・専攻医の日本内科学会ことはじめ2025大阪

● STROKE 2025（日本脳卒中学会学術集会）

● ACLS Providerコース（成人の心停止に対する二次救命処置）

● PALS Providerコース（小児の心停止に対する二次救命処置）

● JATECコース（外傷の初期診療）
※ 救急科ローテーション中にレクチャーがあり実践の場も豊富

参加費や旅費の補助もあります☺

研修環境 ｜資格取得・学会参加実績（令和6年度）

● 日本手外科学会学術集会

● 東日本手外科研究会

● 日本小児整形外科学会学術集会

● Plus One Project2(POP2)

● 2024腹部ハンズオンセミナー（US-ism）

● 救急腹部エコースクール ハンズオンスクール

● 日本放射線学会秋季臨床大会

● 日本小児外科学会 秋季シンポジウムPSJM2024

● ERアップデート2025in大阪

● 日本泌尿器科学会総会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研修医の学会や研究会への参加も活発です。参加費の補助制度もあり、各々のキャリア形成や学習をサポートしています。
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医 局 食堂 ・ コンビニ

● コーヒー、麦茶
● Free-WiFi、電子カルテあり
● スクラブ・白衣のクリーニングサービス

● 食堂（平日11：00-16：00）
● ドトール（平日7:30-17:00）
● ローソン（24時間営業）

院内・院外の生活環境

● 病院周辺に住み、自転車や車での通勤が多い

● 最寄駅（北松戸駅・八柱駅）からはバス20分

徒歩30分程度

● 東京方面にもアクセスしやすい

（北松戸～上野駅まで約30分）

立地・環境

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
数年前に新築・移転してきたばかりの病院なので、病棟や外来はもちろん、トイレや当直室もとても清潔感があります。

医局内にまとまった研修医のデスクスペースあり、みんなで和気あいあいと過ごしています。

スクラブや白衣のクリーニングサービス、Free-wifiも利用できます。

また、院内には食堂に加え24時間営業のコンビニがあり、日当直の際にも便利です。
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ターデ

研 修 医 の

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研修医に関してのデータです。
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福島県立医科大学
岩手医科大学
秋田大学
弘前大学
福井大学

高知大学
徳島大学

山口大学
広島大学

富山大学
福井大学
信州大学

産業医科大学
宮崎大学
大分大学
長崎大学
琉球大学

滋賀医科大学

群馬大学
筑波大学
千葉大学
杏林大学
順天堂大学
帝京大学
東邦大学
日本大学
昭和大学

東京科学大学
東京女子医科大学
東京慈恵会医科大学
国際医療福祉大学
埼玉医科大学
独協医科大学
日本医科大学
横浜市立大学

研修医の出身大学

全国の大学から集まっています！！

旭川医科大学
札幌医科大学

浜松医科大学
新潟大学
山梨大学

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは過去5年間の研修医の出身大学の一覧です。全国各地から、国公立、私立を問わず集まってきており、毎年切磋琢磨しながら和気あいあいと研修しています。
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※過去5年間の実績臨床研修修了後の進路

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

千葉大学 12 7 7 9 5

他大学 2 3 3 2 8

2 3 3 1

2 1

14 14 14 14 14

大学病院入局

松戸市立総合医療センター

　その他

合　　　　　計

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研修修了後の進路です。
千葉大学の医局に入局するケースが目立ちますが、その他出身大学に戻ったり、当院で研修を継続するなど様々です。
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※過去5年間の実績臨床研修修了後の専攻分野

循環器 血液 膠原病
呼吸器 代謝・内分泌

消化器 脳神経
総合診療
アレ膠

精神 麻酔

放射線

外科 呼吸器
整形 耳鼻 形成
泌尿器 脳神経

皮膚 眼科

千葉県内の施設において診療にあたりつつ, 内科専門医
試験に向けて準備を進めています。多忙な毎日ですが,
千葉県の呼吸器診療に貢献できるように邁進しています。

代謝内科領域の臨床を行いつつ、大学院では主に糖尿病性
腎臓病に関する基礎医学を日々学んでいます。

整形外科医としての知識や技術を身につけるべく、一般
整形を広く学んでおり、執刀経験も多く積ませていただい
ています。
手術における合併症のリスク検討についての臨床研究にも
取り組んでおり、現在データを集めているところです。

外科系

小児系

内科系

救急科

産婦人科

その他

診療以外の取り組みとして、スポーツに関連する活動も
しています。
現在は主にサッカーの試合での会場ドクターやサッカー
チームのメディカルチェックなどに携わさせていただいて
います。

様々な分野で活躍中です！！

専 攻 分 野

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研修修了後に専攻する科も幅広く、様々な分野で活躍中です。
専攻医や専門医取得後にスタッフとして再び勤務するケースも多く、病院の発展に大きく貢献してくれています。
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綱集募

マ ッ チ ン グ

要＆

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
マッチング試験、募集要項についてです。
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マッチング試験

その他

求める人物像 選考試験の内容（予定）

● 人生に前向きな方

● 協調性のある方

● 自己管理のできる方

● 書類審査

● 筆記試験

（国家試験に準拠）

● 個人面接

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
マッチング試験は、ご覧の内容で行います。
筆記試験は国家試験に準拠しており、事前の対策が必要です。個人面接はひとり15分程度行います。
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募集要項

0
1 募集期間（予定）

令和7年７月１日～７月１５日を予定しています

「松戸市オンライン申請システム」より受付
必要書類：顔写真、卒業（見込）証明書及び成績証明書等

0
2 受付方法

0
3 試験実施日（予定）

令和7年8月22日（金）及び８月２６日（火）のうちいずれか１日

※詳細は当院ホームページをご覧ください

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
来年度の研修医募集要項です。
7月1日から7月15日まで受験者の募集を行い、8月下旬にマッチング試験を行う予定です。
試験日は決まり次第、ホームページに掲載いたします。
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処遇（令和6年度）

1 身 分 会計年度任用職員（非常勤職員）

年次有給休暇（１年次：10日 ２年次：11日）、夏季休暇あり
学会参加費等の補助あり

2 給 与

3 福利厚生

4 その他

健康保険 ・ 厚生年金保険 ・ 雇用保険 ・ 労災保険加入

職員駐車場あり （月 7,000円）
※空きがない場合は使用できません

１ 年 次 月額338,024円(地域手当を含む）

２ 年 次 月額345,912円(地域手当を含む）

別途支給 : 通勤手当、期末・勤勉手当（賞与）及びその他実績に
応じた手当（時間外勤務手当（夜間・休日） 等

※法令等の改正により給与などの内容が変更となる場合があります

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、現在の処遇についてです。
今後、給与体制は変わり得ますが、現時点ではこのようになっています。基本給与に時間外、期末手当が加わります。
有休休暇や夏季休暇も１年次から取得可能です。
また、先程ご説明したように、学会やセミナーに参加した際の補助もあります。
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まとめ

01

03

02

救急外来・総合診療科外来など、初期診療の機会が豊富

選択期間が長く、志望に合わせて柔軟にローテートできる

指導医や専攻医とチームで診療にあたるため、

適切なフィードバックを受けながら経験を積むことができる

気になった方は、ぜひ病院見学に来てください！！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後のまとめです。
当院での研修の最大のポイントは救急外来、総合診療科外来と年間を通して外来の初期診療を豊富に経験できることです。
特に外傷について、体系的に学べる研修施設はあまり多くないので、外科や救急科志望の方はもちろんですが、将来それを扱う科に行かない方も、研修中に経験しておくことで、今後役に立つがスキルがきっと身につくと思います。
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まずは病院見学

① E-Mailで病院見学依頼書を送る
② 各診療科部長と日程調整
➂ 日程決定後に病院見学申込兼誓約書を郵送

● 教育研究センター
● ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：mchkyouiku＠city.matsudo.chiba.jp

❶ 見学当日、担当部長、指導医、研修医がご案内します
❷ 研修医との情報交換会も随時行っています
❸ 見学は半日単位でも可能です
❹ お弁当または職員食堂の昼食をご用意しております
❺ 宿泊のご希望があればご相談ください
❻ NPO法人千葉医師研修支援ネットワークを経由して申し込みますと、交通費の一部の補助が

あります

● 公共交通機関
・京成バス千葉ウエスト

松戸駅東口または北松戸東口発
京成バス千葉ウエスト松高線「総合医療センター」行

・松戸市コミュニティバス

申込方法

連絡事項

アクセス

お問合せ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは是非、一度病院見学にいらっしゃってください。
病棟での研修の様子や、研修医が行う手技を見学できるほか、マッチング試験のアドバイスや研修プログラムの詳細など、様々な情報交換が行えます。
見学のご案内は、研修医または上級医が行います。当院ホームページよりメールにてお申込みください。
みなさんのお越しを研修医一同お待ちしております。

以上で松戸市立総合医療センター研修プログラムについての説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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